










　〈日本語アクセント史〉という日本語学の一分野から、 「譜本としての『平家正節』 」というテーマについて、三つのことを提起する。　しかしそのまえに、 〈日本語アクセント史〉とはどのような学問かということについて、少しく説明する必要があろ
う。日本語のアクセントとは、たとえば東京では「 （川にかかっている）ハシ」と「 （ご飯をたべるときに手にもつ）ハシ」とでは、同じ音の連続であっても、高く発音する部分が異なるなどというように、それぞれの語について決まっている音の高低のあらわれ方、またその高低についての規則のことであ 。そして、このようなアクセントは昔からあったと思われる そこに、 日本語のアクセントがどのように変遷して現代にいたるかを考える学問が成立する。それを 〈日本語アクセント史〉または〈 アクセント史研究〉と呼ぶ。　
テープレコーダやレコードなど、録音する技術のなかった時代のアクセントを直接たしかめる方法はないが、それを






ば鎌倉期以来の文章を、江戸期の人が声に出して語るわけである。それも特別な口調で、ときには節をつけるのであるから、そこに当時 音声言語とは異なるものがあっ もなんら不思議ではな 。
一、 『平家正節』の詞章と譜記について
　
ここに取りあげるところは、 『平家正節』のうち、音楽性の 《白声》とそれの希薄な《口説》の曲節 かぎる。































また次の例は、 ともに「入道相国のテイ」という場合に「亭」 「邸」のほか、 ④早
0
大本には「第」の字も用いられている。
いずれが （上上） という譜記にふさわしいか。 「亭」 は漢音テイ平声重 （呉音ヂャウ） 、 「邸」 は漢音テイ上声 （呉音タイ） 、 「第」は漢音テイ去声（呉音ダイ）であることが分かっているので、この譜記に一致する漢字は「邸」しかない。平曲の譜記は漢語アクセントについても、字音声調を反映して規則的に付けられているから、この場合 、 「亭」の漢字を用いる尾﨑本の詞章に疑問が残る。③
　
入道相国の亭へ入らせおはします（～上上×～）



























⑤の構造を文節単位に示せば、 ｛ 〔 （ 〈知時が狩衣の〉袖の）括りを〕解いて｝となろう。しかし、譜記は〈知時が〉 〈狩





















































流の吟譜系譜本、また波多野流譜本にみられるような（上中上中） 《上乙上乙》 《上下上下》などといった上下に揺するような旋律であったのではないか。そののち也有本の（中中 ） （×中 中）や宮﨑本の《下下上乙》のような低起性旋律に転じて、さらに『正節』 《口説》 あるような譜記になったのではないかと想像する。ほかの類型にも同様変容があった であろう。そして、前田 古譜本と吟譜系譜本、それに波多野流譜本とにみられ 譜記の類似はなにを示唆しているのか。これもま 興味のつきないところである。
（早稲田大学文学学術院教授）
